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ストレスチェックの実施方法 

法律 第 66 条の 10 事業者は、労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより、医師、保健師その他の厚生労働省令で定める者による心理的な負

担の程度を把握するための検査を行わなければならない。 

省令 第 52条の 9事業者は、常時使用する労働者に対し、1年以内ごとに 1回、定期に、次に掲げる事項について検査を行わなければならない。 

①職場における当該労働者の心理的な負担の原因に関する項目 

②当該労働者の心理的な負担による心身の自覚症状に関する項目 

③職場における他の労働者による当該労働者への支援に関する項目 

通達 事業者がストレスチェックを行うべき「常時使用する労働者」とは、次の①及び②のいずれの要件をも満たす者であること。 

①期間の定めのない労働契約により使用される者（契約期間が 1年以上の者並びに契約更新により１年以上使用されることが予定されている者 

及び１年以上引き続き使用されている者を含む。）であること。 

②週労働時間数が、当該事業場において同種の業務に従事する通常の労働者の１週間の所定労働時間数の４分の３以上であること。 

指針 ○法第 66条の 10第１項の規定によるストレスチェックは、調査票を用いて、規則第 52条の 9第 1項第 1号から第 3号までに規定する 3つの領域 

に関する項目により検査を行い、労働者のストレスの程度を点数化して評価するとともに、その評価結果を踏まえて高ストレス者を選定し、医師に 

よる面接指導の要否を確認するものをいう。 

○事業者がストレスチェックに用いる調査票は、規則第 52条の 9第１項第 1号から第 3号までに規定する３つの領域に関する項目が含まれている 

ものであれば、実施者の意見及び衛生委員会等での調査審議を踏まえて、事業者の判断により選択することができるものとする。 

○次の①又は②のいずれかの要件を満たす者を高ストレス者として選定するものとする。 

①「心理的な負担による心身の自覚症状に関する項目」の評価点数の合計が高い者 

②「心理的な負担による心身の自覚症状に関する項目」の評価点数の合計が一定以上の者であって、かつ「職場における当該労働者の心理的 

な負担の原因に関する項目」及び「職場における他の労働者による当該労働者への支援に関する項目」の評価点数の合計が著しく高い者。 

○実施者による具体的な高ストレス者の選定は、上記の選定基準のみで選定する方法のほか、選定基 準に加えて補足的に実施者又は実施者の 

指名及び指示のもとにその他の医師、保健師、看護師若しくは精神保健福祉士又は産業カウンセラー若しくは臨床心理士等の心理職が労働者 

に面談を行いその結果を参考として選定する方法も考えられる。この場合、当該面談は、法第 66条の 10第 1項の規定によるストレスチェックの 

実施の一環として位置づけられる。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


